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家庭ごみの有料化家庭ごみの有料化

広聴会 広聴会 

さまざまな意見で熱気にあふれた広聴会（中央公民館） 

搬入されたごみを検査する市職員（環境センター） 

那覇市首里石嶺町（主婦） 

宇地原　睦恵さん（48歳） 

生産者も負担を 

那覇市字小禄（無職） 

　平良　美佐子さん（64歳） 

ごみを買わされている 

那覇市楚辺（自治会長） 

　屋　嘉　宗　展さん（75歳） 

有料化＝ごみ減量 
 

那覇市若狭（自治会長） 

　立　尾　国　男さん（68歳） 

役所の対応が遅い 

那覇市字仲井真（主婦） 

　積　　竹　子さん（52歳） 

ペットボトルの資源化を 

那覇市楚辺（自治会長） 

 棚　原　恵　誠さん（75歳） 

 税金で賄うべき 

那覇市松川（主婦） 

城間　ハツエさん 

有料化でごみは減らない 

環境センター 環境センター 環境センター 

ゴミ収集車 ゴミ収集車 

ゴミ収集車 ゴミ収集車 ゴミ収集車 ゴミ収集車 

ゴミ収集車 ゴミ収集車 

ゴミ収集車 ゴミ収集車 ゴミ収集車 ゴミ収集車 


